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重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）の検疫法上の取り扱いについて

平成１５年４月３日付健感発第０４０３００１号において、重症急性呼吸症候群

（ＳＡＲＳ）を、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」

（平成１０年法律第１１４号）第６条第７項に規定する新感染症として取り扱うこ

とが適当であることを通知したところである。

また、平成１５年４月４日付健感発第０４０４００１号において、都道府県等か

ら厚生労働省への通報基準を別紙のとおり示したところである。

しかしながら、当該基準に基づいて、検疫所が検疫法第３４条の２の規定による

報告を行うことは困難であることから、重篤なＳＡＲＳの疑いが発見された場合は、

ただちに、平成１５年４月３日付健感発第０４０３００２号通知に基づき特定感染

症指定医療機関、第一種感染症指定医療機関、その他の検疫所長が適当と認める病

院に搬送するようお願いする。



（別紙）

ＳＡＲＳとすべき症候群の考え方

医師から都道府県知事への届出の対象となる「疑い例」「可能性例」のうち、以

下の場合を除く「可能性例」を都道府県知事から厚生労働大臣への通報の対象とな

る「 とする。重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）」

・ 他の診断によって病状が説明できるもの

・ 標準の抗生剤治療で改善する等３日以内に病状の改善を医師が認めたもの

○ 疑い例

２００３年２月１日以降に以下の全ての症状を示して受診した患者で

・ ３８度以上の急な発熱がある者

・ 咳、息切れ、呼吸困難感などの呼吸器症状を一つ以上呈している者

かつ、以下のいずれかを満たす者

・ 発症前１０日以内に、原因不明の重症急性呼吸器症候群の発生が報告されて

いる地域へ旅行した者

・ 発症前１０日以内に、原因不明の重症急性呼吸器症候群の症例を看護・介護

するか、同居しているか、近距離で接触するか、患者の気道分泌物、体液に

触れた者

○ 可能性例

疑い例であって、

・ 胸部レントゲン写真で肺炎、または呼吸窮迫症候群の所見を示す者

または

・ 原因不明の呼吸器疾患で死亡し、剖検により呼吸窮迫症候群の病理学的所見

を示した者

（備考）重症急性呼吸器症候群は、発熱、呼吸器症状に加え、頭痛、筋硬直、

食欲不振、倦怠感、意識混濁、発疹、下痢等の症状を伴なうものもある。


